
(57)【要約】

【課題】　燃料構成要素への熱伝達の減少を実現し、液

体燃料構成要素の動作性能の向上につながるように設計

された断熱装置を提供する。

【解決手段】　ガスタービン燃焼器アセンブリの断熱装

置（１０）は、複数の柱状部（１２、１４、１６）によ

り互いに離間する関係で固着された複数のほぼ平坦な板

（２４、２６、２８）を具備し、少なくとも１つの柱状

部は、断熱装置を一対の燃焼器構成要素（４０、４２）

の間に固着するときに使用するためのボルト穴（１８）

を含む。柱状部（１２、１４、１６）は、一対の燃焼器

構成要素（４０、４２）の既存のボルト穴パターンを使

用して断熱装置（１０）を燃焼器構成要素の間に挿入で

きるように配列されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ス タ ー ビ ン 燃 焼 器 ア セ ン ブ リ の 断 熱 装 置 （ １ ０ ） に お い て 、 複 数 の 柱 状 部 （ １ ２ 、 １ ４
、 １ ６ ） に よ り 互 い に 離 間 す る 関 係 で 固 着 さ れ た 複 数 の ほ ぼ 平 坦 な 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８
） を 具 備 し 、 少 な く と も １ つ の 柱 状 部 は 、 一 対 の 燃 焼 器 構 成 要 素 （ ４ ０ 、 ４ ２ ） の 間 に 前
記 断 熱 装 置 を 固 着 す る と き に 使 用 す る た め の ボ ル ト 穴 （ １ ８ ） を 含 む 断 熱 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の ほ ぼ 平 坦 な 板 は ３ 枚 の 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８ ） を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 断 熱 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 複 数 の 柱 状 部 は ３ つ の 柱 状 部 （ １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ ） を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 断 熱 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
約 ４ ． １ １ ｃ ｍ の 高 さ 寸 法 を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の 断 熱 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 複 数 の 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８ ） の 各 々 は 約 ２ ． ７ ４ mmの 厚 さ を 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の
断 熱 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８ ） 及 び 前 記 柱 状 部 （ １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ ） は ス テ ン レ ス 鋼 か ら 形
成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 断 熱 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 複 数 の 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８ ） は そ れ ぞ れ ほ ぼ 三 角 形 の 形 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 断
熱 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 複 数 の 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８ ） は ほ ぼ 平 行 な 関 係 で 保 持 さ れ 且 つ 前 記 柱 状 部 の 長 手 方
向 軸 に 沿 っ て 互 い に ほ ぼ 等 し い 間 隔 で 離 間 し て 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 断 熱 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 柱 状 部 （ １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ ） は 、 一 対 の 燃 焼 器 構 成 要 素 （ ４ ０ 、 ４ ２ ） の 既 存 の ボ ル
ト 穴 パ タ ー ン を 使 用 し て 前 記 断 熱 装 置 （ １ ０ ） を 前 記 燃 焼 器 構 成 要 素 の 間 に 挿 入 で き る よ
う に 配 列 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 断 熱 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
ガ ス タ ー ビ ン 燃 焼 器 ア セ ン ブ リ の 断 熱 装 置 に お い て 、 少 な く と も ３ つ の 柱 状 部 （ １ ２ 、 １
４ 、 １ ６ ） に 対 し て 互 い に 離 間 さ れ た 、 ほ ぼ 平 行 な 関 係 で 固 着 さ れ た 少 な く と も ３ つ の ほ
ぼ 平 坦 で 、 ほ ぼ 三 角 形 の 板 （ ２ ４ 、 ２ ６ 、 ２ ８ ） を 具 備 す る 断 熱 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 発 電 に 使 用 さ れ る 陸 上 ガ ス タ ー ビ ン に 関 し 、 特 に 、 液 体 燃 料 を 対 流 熱 伝 達 負 荷
、 伝 導 熱 伝 達 負 荷 及 び 放 射 熱 伝 達 負 荷 か ら 保 護 す る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン エ ン ジ ン の 燃 料 構 成 要 素 に 対 す る 熱 負 荷 は 構 成 要 素 内 に コ ー ク ス を 形 成 す
る ほ ど 十 分 に 大 き く 、 そ の 結 果 、 タ ー ビ ン 性 能 が 損 な わ れ る こ と が 判 明 し て い る 。 発 明 者
は こ の 問 題 を 解 決 す る た め の 従 来 の 試 み が 存 在 し な い こ と を 承 知 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス タ ー ビ ン の 液 体 燃 料 系 の 構 成 要 素 と １ 次 熱 源 の う ち の １ つ と の 間 の 熱 抵
抗 を 増 加 さ せ 、 そ れ に よ り 、 燃 料 構 成 要 素 へ の 熱 伝 達 の 減 少 を 実 現 し 、 液 体 燃 料 構 成 要 素
の 動 作 性 能 の 向 上 に つ な が る よ う に 設 計 さ れ た 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 施 例 に お い て は 、 断 熱 装 置 は ３ つ の 薄 く 、 平 坦 な 円 筒 形 柱 状 部 及 び ３ 枚 の 板 か ら 成 る
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ア セ ン ブ リ を 含 む 。 柱 状 部 は 、 断 熱 装 置 及 び 断 熱 装 置 に 付 随 す る 液 体 燃 料 系 構 成 要 素 の 支
持 構 造 を 形 成 す る 。 柱 状 部 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 配 列 さ れ 、 柱 状 部 の 軸 に 沿 っ て 互 い に 離 間
し て 配 置 さ れ た 平 坦 な 板 は 、 対 流 冷 却 の た め の 所 望 の 表 面 積 を 提 供 す る 。 ３ 枚 の 板 は 互 い
に 等 間 隔 で 離 間 す る よ う に 配 置 さ れ 、 板 の 枚 数 は こ れ 以 外 で あ っ て も 良 い 。 装 置 は ガ ス タ
ー ビ ン 燃 焼 器 ア セ ン ブ リ と 一 体 化 さ れ る 、 例 え ば 、 燃 焼 器 の エ ン ド カ バ ー と 液 体 燃 料 分 配
弁 と の 間 に 一 体 化 さ れ る の に 適 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 断 熱 装 置 の 高 さ は 、 熱 抵 抗 を 増 加 さ せ る た め に 対 流 経 路 の 長 さ を 適 切 に 増 す よ う に 定 め
ら れ て い る 。 板 の 大 き さ は 、 現 在 の 燃 焼 器 エ ン ド カ バ ー ア セ ン ブ リ に 隣 接 し て い る 構 成 要
素 に よ る 幾 何 学 的 制 限 及 び 振 動 に 起 因 す る 追 加 構 造 の 問 題 の 制 限 に よ り 限 定 さ れ る 一 方 で
、 冷 却 の た め の 最 大 限 の 表 面 積 を 提 供 し 且 つ エ ン ド カ バ ー か ら 液 体 燃 料 分 配 弁 に 至 る 放 射
熱 負 荷 を 最 大 限 に 遮 蔽 す る よ う に 、 で き る 限 り 大 き く 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 っ て 、 １ つ の 面 に お い て は 、 本 発 明 は 、 ガ ス タ ー ビ ン 燃 焼 器 ア セ ン ブ リ の 断 熱 装 置 で
あ っ て 、 複 数 の 柱 状 部 に よ り 互 い に 離 間 す る 関 係 で 固 着 さ れ た 複 数 の ほ ぼ 平 坦 な 板 を 具 備
し 、 少 な く と も １ つ の 柱 状 部 は 、 一 対 の 燃 焼 器 構 成 要 素 の 間 に 前 記 断 熱 装 置 を 固 着 す る と
き に 使 用 す る た め の ボ ル ト 穴 を 含 む 断 熱 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 の 面 に お い て は 、 本 発 明 は 、 ガ ス タ ー ビ ン 燃 焼 器 ア セ ン ブ リ の 断 熱 装 置 で あ っ て 、 少
な く と も ３ つ の 柱 状 部 に 対 し て 互 い に 離 間 さ れ た 、 ほ ぼ 平 行 な 関 係 で 固 着 さ れ た 少 な く と
も ３ 枚 の ほ ぼ 平 坦 で 、 ほ ぼ 三 角 形 の 板 を 具 備 す る 断 熱 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 添 付 の 図 面 に 関 連 さ せ て 本 発 明 を 説 明 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま ず 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 す る と 、 断 熱 装 置 １ ０ は ３ つ の 別 個 の 柱 状 部 １ ２ 、 １ ４ 及 び １
６ か ら 構 成 さ れ 、 各 柱 状 部 に は 貫 通 孔 １ ８ 、 ２ ０ 及 び ２ ２ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 複
数 の 平 坦 な 板 ２ ４ 、 ２ ６ 及 び ２ ８ は 軸 方 向 に 互 い に 離 間 す る 関 係 で 、 す な わ ち 、 柱 状 部 の
長 手 方 向 軸 に 沿 っ て 軸 方 向 に 離 間 す る よ う に 柱 状 部 に 固 着 さ れ て い る 。 断 熱 装 置 １ ０ は 、
全 体 的 に 約 ４ ． １ １ ｃ ｍ （ １ ． ５ イ ン チ ） の 高 さ 寸 法 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ３ 枚 の 冷 却 板 ２ ４ 、 ２ ６ 及 び ２ ８ の 厚 さ は 約 ２ ． ７ ４ mm（ ０ ． １ ０ イ ン チ ） で あ り 、 そ
れ ら を 平 面 図 で 見 た 形 状 は ほ ぼ 三 角 形 で あ っ て 、 角 部 ３ ０ 及 び ３ ２ で 面 取 り さ れ て い る 。
冷 却 板 ２ ４ 、 ２ ６ 及 び ２ ８ は 、 振 動 に よ る 構 造 上 の 条 件 に よ る 制 限 の み を 受 け て 、 エ ン ド
カ バ ー に 対 し て 最 大 限 の フ ッ ト プ リ ン ト 又 は 有 効 面 積 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 板 ２ ４ 、 ２ ６ 及 び ２ ８ は 、 図 ４ に 最 も 明 瞭 に 示 さ れ る よ う に 、 例 え ば 、 ろ う 付 け に よ り
、 そ れ ぞ れ 対 応 す る 半 径 方 向 フ ラ ン ジ ３ ４ 、 ３ ６ 及 び ３ ８ に 固 着 さ れ て い る 。 柱 状 部 へ の
板 の ろ う 付 け を 容 易 に す る よ う に 、 フ ラ ン ジ の 直 径 は （ 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 向 き で ） 上
か ら 下 に 向 か っ て 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 柱 状 部 １ ２ 、 １ ４ 及 び １ ６ の 長 さ 又 は 高 さ は 、 伝 導 長 さ を 増 し 、 従 っ て 、 燃 焼 器 エ ン ド
カ バ ー ４ ２ か ら 液 体 燃 料 分 配 弁 ４ ０ へ の 熱 伝 達 を 減 少 さ せ る よ う に 定 め ら れ て い る 。 こ の
実 施 例 で は 、 柱 状 部 及 び 板 を 含 め て 、 断 熱 装 置 １ ０ は ス テ ン レ ス 鋼 か ら 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 柱 状 部 １ ２ 、 １ ４ 及 び １ ６ は 、 液 体 燃 料 構 成 部 品 の 装 着 フ ラ ン ジ 及 び ボ ル ト パ タ ー ン に
対 応 す る よ う に 配 列 さ れ て い る 。 こ の 実 施 例 で は 、 構 成 部 品 は 、 図 ５ に 最 も 明 瞭 に 示 さ れ
る 液 体 燃 料 分 配 弁 ４ ０ を 含 む 。 こ の よ う に 、 装 置 １ ０ は 、 液 体 燃 料 分 配 弁 ４ ０ の 装 着 フ ラ
ン ジ ４ ４ 及 び 燃 焼 器 エ ン ド カ バ ー ４ ２ の う ち の い ず れ か を 変 形 す る こ と な く 、 そ れ ら の 燃
料 構 成 部 品 の 間 に 装 着 さ れ 、 ボ ル ト ４ ６ 、 ４ ８ 及 び ５ ０ に よ り 固 着 さ れ る こ と が 可 能 で あ
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る 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 断 熱 装 置 １ ０ の 広 い 平 面 図 形 領 域 が エ ン ド カ バ ー ４ ２ か ら 放 射 モ
ー ド を 遮 蔽 す る こ と に な る 。 同 時 に 、 板 ２ ４ 、 ２ ６ 及 び ２ ８ の 間 を ２ ５ ０ ～ ２ ７ ５ ° Ｆ の
温 度 で 流 通 す る 冷 却 空 気 が 液 体 燃 料 分 配 弁 ４ ０ 及 び そ の 弁 を 通 っ て 流 れ る 燃 料 を 冷 却 す る
と い う 利 点 も 得 ら れ る 。 燃 料 の 温 度 は 約 ５ ０ ° Ｆ 低 下 す る で あ ろ う と 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 板 の 三 角 形 の 形 状 は 、 装 着 フ ラ ン ジ 又 は 板 が 装 着 さ れ る べ き 燃 料 構 成 部 品 の 他 の 面 の 形
状 と 、 そ れ に 関 連 す る ボ ル ト パ タ ー ン の 影 響 を 大 き く 受 け て い る こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ
う 。 板 の 形 状 と 枚 数 は 特 定 の 適 用 用 途 に 応 じ て 異 な る で あ ろ う 。 例 え ば 、 ４ ボ ル ト パ タ ー
ン を 有 す る 分 配 弁 に 対 応 す る 正 方 形 の 装 着 フ ラ ン ジ の 場 合 に は 、 ４ ボ ル ト パ タ ー ン に 適 応
す る た め に 正 方 形 の 板 及 び ４ つ の 柱 状 部 を 含 む よ う に 装 置 １ ０ を 変 形 す る こ と が 可 能 で あ
ろ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 断 熱 装 置 １ ０ の 主 な 利 点 は 、 熱 抵 抗 が 増 加 し 、 そ の 結 果 、 液 体 燃 料 の 温 度 を 低 下 さ せ る
よ う に 液 体 燃 料 分 配 弁 の 動 作 温 度 が 十 分 に 低 下 し 、 そ の た め に 、 動 作 効 率 が 向 上 す る こ と
で あ る 。 断 熱 装 置 １ ０ は 現 在 あ る シ ス テ ム へ の 追 加 装 置 と し て 設 計 さ れ て い る が 、 燃 料 管
な ど の 既 存 の 構 成 要 素 の 変 形 は 最 小 限 に と ど め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 を 現 時 点 で 最 も 実 用 的 で 好 ま し い 実 施 例 で あ る と 考 え ら れ る も の に 関 連 し て 説 明
し た が 、 本 発 明 は 開 示 さ れ た 実 施 例 に 限 定 さ れ る べ き で は な く 、 ま た 、 特 許 請 求 の 範 囲 に
記 載 さ れ た 符 号 は 、 理 解 容 易 の た め で あ っ て な ん ら 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 実 施 例 に 限 縮 す る
も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に 従 っ た 断 熱 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 装 置 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 ３ － ３ に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 拡 大 詳 細 図 。
【 図 ５ 】 液 体 燃 料 分 配 弁 を 備 え た 断 熱 装 置 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 １ ０ … 断 熱 装 置 、 １ ２ 、 １ ４ 、 １ ６ … 柱 状 部 、 １ ８ 、 ２ ０ 、 ２ ２ … 貫 通 孔 、 ２ ４ 、 ２ ６
、 ２ ８ … 板 、 ３ ４ 、 ３ ６ 、 ３ ８ … フ ラ ン ジ 、 ４ ０ … 液 体 燃 料 分 配 弁 、 ４ ２ … 燃 焼 器 エ ン ド
カ バ ー 、 ４ ４ … 装 着 フ ラ ン ジ 、 ４ ６ 、 ４ ８ 、 ５ ０ … ボ ル ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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